
第６学年算数科学習指導案 

                      日 時：平成２４年 ９月２８日（金）３校時 

                      児 童：男子１２名 女子１８名 計２８名 

授業者：関戸健治（ＴＩ）山本克哉（Ｔ２） 

 

１ 単元名 比例をくわしく調べよう（東京書籍 下 Ｐ２～２５） 

２ 単元について 

（１）教材について 

      本単元は，伴って変わる２量を探し出し，変化の特徴を見つけ，その特徴を式や表，グラフで

表現し，学習したことを活用するという関数の考えの育成を図ることを目指してを構成されてい

る。 

      比例の利用場面では，身の回りから比例の関係にある２量を見つけ，比例関係を用いて問題解

決する活動を行う。式や表，グラフによる数学的な表現で自分の考えを表現させ，児童の多様な

考えを比較検討する話し合いを通して，「筋道を立てて考える力」「自分の考えを図や表，言葉で

説明する力」を伸ばすことのできる単元である。 

      また，本単元の比例・反比例の学習は中学校 1年生における比例・反比例の意味，表，式，グ

ラフの学習に強く結びついている。 

 

（２）児童について 

   算数の授業については，概ね意欲的に学習している。しかしながら，正答できても思考過程を

説明できない児童，既習内容へのつまずきを抱えている児童，思考に時間を要する児童もおり，

学習時間内での内容理解が難しいことも少なくない。発言については間違いを恐れる傾向があり，

発言する児童が偏りがちである。そこで，見通しがもてるよう問題場面で分かっていること，求

めていることの理解→方法・答えの見通し→自力解決の十分な時間→解決方法の比較・検討→ま

とめ→習熟問題といった指導過程をより大切にし，思考力・表現力を高めさせていきたいと考え

る。そのためにも，日々の授業で表現したことで思考が深まり，思考が深まったことで表現がよ

り明瞭で論理的になる経験を積ませ評価していく。 

児童は，Ｔ２である中学校教員から，中学校の学習への結びつきの話を興味深く聞いている。

そして，小学校の学習が中学校の学習の土台になっていることを意識している。 

 

（３）指導にあたって 

   水を入れる時間と水の深さについて導入場面において扱う。比例であることは確かめられるが，

式に表すことができない。この関係を「ｙ＝決まった数×ｘ」という文字を使った式で一般的に

表し，既習の比例の内容を式から見直す活動を丁寧に扱っていく。次にｙがｘに比例するとき，

ｘが小数倍，分数倍になると，ｙも同じ小数倍，分数倍になることを，表を用いて調べ，「比例の

性質」をまとめていく。そして，比例の特徴をグラフで表し，グラフは原点を通る直線になるこ

とを理解させていく。比例の利用では，身の回りから比例の関係にある２量を見つけ，比例関係

を用いて問題解決する活動を行う。式や表，グラフによる数学的な表現で自分の考えを表現させ，



児童の多様な考えを比較検討する話し合いを通して比例の考えのよさを押さえていく。 

Ｔ１とＴ２の役割であるがＴ２は主に自力解決の段階で考えがもてないような児童に対して，

個別支援を行う。役割については事前に中学校教員と教材研究を行い，小単元ごとに適宜Ｔ１・

Ｔ２の入れ替えをして指導を行う。そうすることで，互いの指導が定着しているか確認したり，

未定着の児童へ効果的に指導を入れたりすることができると考える。また，中学校教員が中学校

での学習のつながりを紹介することにより，小学校の学習が中学校の学習をする上で大切な関わ

りがあることを児童が意識できると考える。 

 

（４）単元の関連と発展 

 

 

 

３ 単元の目標と評価規準 

（１）目標 

伴って変わる２つの数量の関係を考察することを通して，比例や反比例の関係について理解し，

関数の考えを伸ばす。 

（２）評価規準 

関心・意欲態度 数学的な考え方 技 能 知識・理解 

比例の関係に着目す

るよさに気づき，比例の

関係を生活や学習に活

用しようとする。 

 

 

 

 

比例の関係を表や

式，グラフに表し，特

徴を一般化してとら

え，身の回りから比例

の関係にある２つの数

量を見出して問題の解

決に活用することがで

きる。 

比例や反比例の関係

にある２つの数量の関

係を式，表やグラフに

表すことができる。 

比例や反比例の意

味や性質，表やグラフ

の特徴について理解

する。 

 

４ 単元の指導・評価計画（１６時間扱い） 

時 

間 
目 標 評 価 規 準 関 考 技 

知

理 

１ 

・ 

２ 

○y が x に比例するとき

y＝決まった数×x と

表せることを理解す

る。 

・比例の関係に興味をもち，その関係を式に

表そうとしている。 

・比例の関係を式に表すことができる。 
◎  ◎  

３ 

○比例の性質について理

解する。 

・ｙがｘに比例するとき，ｘの値が小数倍，

分数倍になると，それに伴ってｙの値も同

じ小数倍，分数倍になることを理解してい

 ○  ◎ 

５年 

②直方体や立方

体の体積 

６年 

②文字と式 

 

６年 

⑥比と比の値 
６年 

⑪比例と反

比例 

中１年 

関数関係

の意味 



る。 

４ 

・ 

５ 

○比例の関係をグラフに

表して考察することが

でき，比例のグラフの

特徴を理解する。 

・比例の関係をグラフに表したり，グラフか

ら読み取ったりすることができる。 

・比例のグラフは原点を通る直線になること

を理解している。 

  ◎ ◎ 

６ 

○比例のグラフを考察す

ることを通して，比例

のグラフについて理解

を深める。 

・傾きの異なる 2 本の比例のグラフから，そ

れぞれの特徴や事象の様子などを読み取る

ことができる。 
  ◎  

７

本

時 

○比例の性質を活用し，

問題を解決することが

できる。 

・比例の関係にある 2 つの数量を見つけ，比

例の性質を問題の解決に用いることができ

る。 

・比例の性質を理解している。 

 ◎  ○ 

８ 

○比例の関係を使った問

題の解決 

・比例の関係にある 2 つの数量を見つけ，比

例の性質を問題の解決に用いることができ

る。 

・比例の性質を理解している。 

 ○  ◎ 

９ 
○学習内容を適用して問

題を解決する。 

・学習内容を適用して，問題を解決すること

ができる。 
  ◎  

10 

・ 

11 

○反比例の意味について

理解する。 

・２つの数量の変わり方に興味をもち，表を

使ってその関係を調べようとしている。 

・反比例の意味を理解している。 

◎   ◎ 

12 

・ 

13 

○反比例の関係は y＝決

まった数÷ｘと表せる

ことを理解する。 

・反比例の関係に興味をもち，その関係を式

に表そうとしている。 

・反比例の関係を式に表すことができる。 

◎  ◎  

14 

○反比例の性質について

理解する。 

・反比例する２つの量の関係について比例の

関係を基に，表などを用いて調べている。 

・ｙがｘに反比例するとき，ｘの値が 2 分の

1・・になるとそれに伴ってｙの値は 2倍・・

になることを理解している。 

 ◎  ○ 

15 

○反比例の関係をグラフ

に表して考察すること

ができ，反比例のグラ

フの特徴を調べる。 

・反比例の関係をグラフに表したり，グラフ

から読み取ったりすることができる。 

・反比例のグラフ特徴を理解している。 
  ◎ ○ 

16 
○学習内容を適用して問

題を解決する。 

・基本的な学習内容を身につけている。 
   ◎ 

 



 

５ 本時の展開 

（１）本時の目標 

比例の性質を利用し，問題を解決することができる。 

（２）評価規準と手立て  

 

（３）学力向上との関連 

   学び合いでは，全体発表で出た考えの共通点や相違点について考えさせることで，どちらも比例の

関係を活用したいろいろなやり方（１枚あたりの重さを求め，それを×枚数分する考えと，枚数が a

倍になれば重さも a 倍になる考え）にせまっていく。自分の考えを発信したり，友達の考えを受信し

たりすることを通して「自分の考えで良かったんだ。」「そういう考えもあったのか。」という思いを感

じさせ，集団全体の学びの意欲化・態度化を図っていきたい。 

   小学校６年生の算数の授業では中学校教員の乗り入れによる授業を行う。中学校教員（Ｔ２）本時

は比例の既習（式・性質）を想起する場面において思考のヒントやよりどころとなる原理・知識の振

り返りや自力解決場面における見取りをする。また、広げる場面においては本時の学習が中学校の学

習へとつながることを話し、小学校から中学校へのスムーズな移行を図る一助としたい。 

 

（４）本時の展開 

 

学習活動・発問（○） 予想される児童の反応 

指導上の留意点（・）評価 

（中学校教員） 

 

導

入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

１ 問題提示 

○画用紙３００枚を全部数えな

いで用意する方法はないか

な。 

 

 

 

○画用紙の枚数が増えるとそれ

にともなって変わる量には何

があるでしょうか。 

 

 

・１枚あたりの高さが分かれ

ば３００枚分の高さが分

かるから求められそうだ。 

・１枚あたりの重さが分かれ

ば，３００枚分の重さが分

かるから求められそうだ。 

 

・画用紙の高さ 

・画用紙の重さ 

 

・既習を確認（中学校教員） 

（式・性質） 

・実際の画用紙を提示し，関

心をもたせる。 

 

 

 

 

 

・高さも重さも認めた上で本

時では重さに注目するこ

とを知らせる。 

 満足できる 「満足できる」に満たない児童への手立て 

数
学
的
な

考
え
方 

比例の関係にある２つの数量を見つ

け，比例の性質を問題の解決に用いるこ

とができる。 

 表や数直線図を使い，２つの数量の変化

が何倍になっているかを考えさせる。 

画用紙３００枚を全部数え
ないで用意する方法を考え
よう。 

学び合いの視点 



分 ○１枚あたりの重さを求めてか

ら，なぜ３００倍するのです

か。 

 

２ 課題把握 

○画用紙の重さは枚数に比例し

ます。この比例の関係を使っ

て重さから画用紙の枚数を求

める方法を考えましょう。 

・枚数が３００枚あるので重

さも３００倍する。 

 

・１単位量あたりの重さ×枚

数＝枚数分の重さ→比例

の考え方を使っているこ

とを確認する。 

・画用紙の重さは枚数に比例

する。それを使って問題を

解決していくことを確認

する。 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 自力解決 

○画用紙の重さは，枚数に比例

します。この画用紙は，１０

枚で７３ｇ，３０枚で２１９

ｇです。 

このことをもとにして３００

枚の画用紙を用意する方法を

考えていこう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 全体での学び合い 

・各自の考えを発表する。 

・自力解決で出た①～④の考え

を見比べ共通点や相違点を話

し合う。 

○①～④の考えで同じところや

違っているところは何でしょう

か。 

 

 

 

 

画用紙の枚数と画用紙の

重さ 

 

1 枚あたりの重さを出して

300倍 

①１０枚を基にする。 

 73÷10＝7.3 

 7.3×300＝2190 

②30枚を基にする。 

 219÷30＝7.3 

 7.3×300＝2190 

枚数が a倍になれば重さも a

倍 

③300÷10＝30 

73×30＝2190 

④300÷30＝10 

 219×10＝2190 

 

①10 枚の重さから 1 枚の重

さを求めてそれが300枚あ

るのだから 300倍。 

②30 枚の重さから 1 枚の重

さを求めてそれが300枚あ

るのだから 300倍。 

枚 数 ｘ

（枚） 

10 30 300 

重 さ ｙ

（ｇ） 

73 219 □ 

 

・数直線図や表を使って自分

の考えを式や言葉を使っ

て書かせる。 

・１つの方法で求めた児童に

は別の方法がないか考え

させる。 

・困っている児童には数直線

図や表に矢印を書き込ま

せ，数量関係がどのように

変化しているのか考えさ

せる。また，実際に画用紙

10枚を渡し，1枚の重さや

何倍すれば300枚になるか

考えさせる。 

 

 

・自分の考えを説明したり，

友達の考えを説明させた

りする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体での学び合いを通

して，考え方はいくつかあ

るが，それぞれの考えが比

例の性質を使って答えを

求めていることを理解さ

せる。 



 

 

24 

分 

 

 

 

③300枚は 10枚の 30倍だか

ら10枚のときの重さ７３g

を 30倍。 

④300枚は 30枚の 10倍だか

ら 30 枚のときの重さ２１

９gを 10倍。 

・①と②は１枚の重さを出し

てそれを300倍するところ

が同じ。③と④は 300枚が

10枚や 30枚の重さの何倍

になっているか考えてい

る。 

・重さは枚数に比例している

ので枚数が○倍になれば

重さも○倍になっている

ことを使っている。 

・どの考えも比例の性質を使

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・①と②の考えは既習である

比例の式の「決まった数」を

使っていること，しんじとか

おりは比例する 2量は一方が

a倍になるともう一方も a倍

になることを利用している

ことにも気づかせる。 

 

ま

と

め 

 

 

 

 

 

 

13 

分 

５ まとめる 

 

 

 

６ 適用問題に取り組む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 広げる 

 本時の学習が中学校の学習に

つながる話を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・135÷15＝9   9倍 

  26×9＝234 

 答え 234g のくぎを用意す

ればよい 

 

・中学校にもつながっていく

からしっかり学ぼう。 

・1枚 1枚数えることが困難

でおよその枚数を知りた

いときには比例を使えば

すぐに求めることができ

ることに気づかせる。 

・1 本の重さを求めるとわり

きれないことにふれ，1 本

の重さを求めなくても，比

例の倍を使えば解決でき

ることに気づかせる。 

 

 

 

 

 

（中学校教員） 

 

 

 

＜評価＞ 

 比例の関係にある２つの数量

を見つけ，比例の性質を問題の

解決にすることができたか 

画用紙の重さは枚数に比例することを使うと，画用紙を全部数
えなくても，およその枚数を用意することができます。 

同じ種類のくぎ 15 本の重さをはかったら 26g あ
りました。 

このくぎを全部数えないで 135本用意するために
は，どうすればよいでしょうか。 

本数ｘ（本） 15 135 

重さｙ（ｇ） 26 □ 

 



６ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１枚あたりの重さを求め・・・ 
 

比例の考え方 
 
・10枚のとき 73g 
・30枚のとき 219g 
 

 

画用紙の枚数と画用紙の重さ 

画用紙 300枚を，全部数えない

で用意する方法を考えよう。 

枚数ｘ（枚） 10 30 300 

重さｙ（ｇ） 73 219 □ 

 

①10枚をもとに 

73÷10＝7.3 

7.3×300＝2190 

 

④ 

300÷30＝10 

219×10＝2190 

 

③ 

300÷10＝30 

73×30＝2190 

 

②30枚をもとに 

219÷30＝7.3 

7.3×300＝2190 

 

画用紙の重さは枚数

に比例することを使う

と，画用紙を全部数え

なくても，およその枚

数を用意することがで

きます。 

 

習熟問題 

1枚の重さを求めて 300倍する。 

枚数が a倍になれば重さもa倍になる 

ことを使って求める。 

10枚をもと 30枚をもと 

枚数が 30倍の時 
重さも 30倍 

枚数が 10倍の時 
重さも 10倍 


